
新年のご挨拶
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　明けましておめでとうございます。
　昨年のお正月には予想だにしなかったことですが、昨年は新型コロナウイルス感染症に振り回された一年間でした。中国武漢で始
まった感染症は、あっという間にパンデミックになってしまいました。当院でも二月から災害時並みの対策本部を立ち上げ、準備して
まいりました。誰も経験したことのない事態で、情報を集め、知恵を出し合って、話し合いの上、協力して、試行錯誤しながら、保
健所や県の担当者、医師会、他の病院とも十分な連絡をとりながら、ことに当たってきました。
　岩手県、鳥取県と共に島根県も患者さんの発症は令和二年三月までありませんでしたが、翌四月にとうとう島根県内でも発生し、
県内の感染症指定病院及び協力病院で助け入れが始まりました。その後二百名を超える患者さん
が発生しました。今のところ感染源がほぼ特定できており、松江市内で蔓延している印象はあり
ませんが、予断を許さない状況になっております。当院でも受け入れ病床の確保、PCR など検
査体制の整備、休日にも対応する発熱外来の設置を行って万全の態勢を敷いております。
　一方で当院は地域の基幹病院であり、三次救急を始め、周産期医療や、がん診療、その
他の医療など通常の重要な医療を担っております。コロナが流行しようとも、これらの通常
診療も影響を受けないようにいたします。院内感染が起こらないように最大限の注意を払い、
来院される患者さんに安心して治療を受けていただけるようにしております。当面は入院患者
さんの面会は禁止とさせていただき、外来は必ずマスク着用、手指消毒と、体温測定、問診
票の記入のお願いをしておりますのでご協力をお願いいたします。
　今後新型コロナウイルス感染症がどうなっていくのか予断を許さない状況ですが、ワク
チン接種も始まりそうで希望も見えてきております。皆様におかれましては、まずはご自
身の健康を保つことに十分留意していただき、感染のリスクとなる行動は避け、感染予防
に努めていただきたいと思っております。
　早くこの疫病が退散し、この一年が良い年になるよう願っております。
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当院への満足度を
５点満点で評価し
ていただいた結果…
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令和 2年 10月に行った患者満足度アンケートの結果をご報告します
調査期間　令和２年10月26日～10月30日　　調査対象　外来患者（610名）・入院患者（184名）
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て
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通

　入院・外来ともに、「患者さんの話を聞いている」ことについて評価を頂いた一方、外来での評価は、「待合室の環境」について「椅子の間隔が狭い」
「密になっている」というご意見をいただいております。感染症対策について「十分に対策が行われており安心している」という意見もあれば「混んで
いて不安になる」といった意見も頂いております。入院につきましては、「病棟スタッフに良くしていただいた」、「安心して治療が受けられた」という
ご意見もある中、「相部屋で落ち着かなかった」「食事に変化をつけてほしい」などご意見をいただいております
　ご指摘いただいた内容につきましては、みなさんからのご期待に沿えるよう、より良い医療サービスの向上に繋げてまいります。
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。

■病院理念……わたしたちは、『人道』の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、最善の医療を行います。
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。
私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること ④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。
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（
適
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）を
語
源
と
し
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
は
、
病
気
や
怪
我
に
よ
る
機
能
障
害
を
回

復
し
、
残
存
す
る
障
害
が
あ
っ
て
も
再
び
、
そ
の
人

ら
し
い
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
現
在
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
は
幅
広
く
多
く
の
病
気
や
怪
我
、
障
害

を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
も
、

脳
卒
中
な
ど
脳
神
経
疾
患
、
骨
折
や
変
形
性
関
節

症
な
ど
の
整
形
外
科
疾
患
、
心
臓
病
な
ど
の
循
環

器
疾
患
、
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
摂
食
嚥
下
障

害
、
が
ん
、
さ
ら
に
手
術
前
後
の
身
体
機
能
障
害
の

予
防
・
回
復
な
ど
、
対
象
と
す
る
患
者
さ
ん
は
ほ
ぼ

全
診
療
科
に
渡
り
ま
す
。
病
気
や
怪
我
そ
の
も
の

に
加
え
て
、
入
院
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
活
動
量
が

減
る
た
め
に
二
次
的
に
起
こ
る
障
害
と
し
て
、
廃
用

症
候
群
と
呼
ば
れ
る
状
態
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

眼
科
で
は
、
主
に
白
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
硝

子
体
疾
患
（
網
膜
剥
離
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
加
齢

黄
斑
変
性
、
網
膜
動
静
脈
閉
塞
な
ど
）、
小
児
眼

科
（
斜
視
・
弱
視
、
未
熟
児
網
膜
症
ほ
か
）、
眼

感
染
症
、
視
神
経
疾
患
な
ど
を
対
象
に
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
常
勤
眼
科
医
は
４
名
で
、
日
本
眼
科
学
会

専
門
医
３
名
と
後
期
研
修
医
１
名
で
す
。
専
門
性

の
高
い
眼
科
の
検
査
を
行
う
視
能
訓
練
士
が
６

名
、
医
師
業
務
を
助
け
て
く
れ
る
医
療
ク
ラ
ー
ク

が
２
名
と
、
眼
科
病
棟
か
ら
の
応
援
看
護
師
２
名

の
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、

主
に
開
業
医
の
先
生
方
よ
り
紹
介
さ
れ
る
、
難
易

度
の
高
い
手
術
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
多
く
、
年

間
約
１
２
０
０
件
以
上
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。近

年
、
手
術
を
行
う
外
科
系
の
診
療
科
で
は
、

低
侵
襲
・
小
切
開
手
術
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

眼
科
は
元
来
細
か
い
手
術
を
行
う
科
で
す
が
、
最

近
は
手
術
機
器
の
進
歩
も
め
ざ
ま
し
く
、
10
年
程

ン
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
各
診
療
科
の
医
師
に
も
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
周
知
さ
れ
て
お
り
、
患
者

さ
ん
の
病
状
に
合
わ
せ
て
、
出
来
る
だ
け
入
院
早

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
早
い
回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
各
診
療
科
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
て
、
年
間
４
５
０
０
名
以
上
の
入
院

患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
処
方
し
、
早

い
方
で
は
発
症
当
日
や
翌
日
か
ら
、
ベ
ッ
ド
上
や

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
は
現
在
２
名
の
専

任
医
師
と
１
名
の
嘱
託
医
師
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
は
、
各
診
療
科
医
師

の
依
頼
を
受
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
処
方
を

行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
専
門
の
療
法
士
（
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）
が
直
接
施
療
を

行
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
病
気
や
怪
我
も
、
最
善
を
尽
く
し
て
治

療
を
行
な
っ
て
も
、
一
時
的
に
あ
る
い
は
恒
久
的
に

身
体
機
能
の
障
害
を
来
す
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
病
や
も
と
も
と
の
体
力
も
一
人
ひ
と
り

異
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
同
じ
病
名
で
同
じ
手
術
、

治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
、
回
復
す
る
経
過
は
同
じ

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
持
病
が
あ
る
方
、
高
齢
の
方
、
栄
養
状
態
が
悪
い

方
な
ど
は
、
持
病
の
な
い
方
、
若
年
の
方
、
栄
養
状

態
が
良
い
方
と
比
較
す
る
と
、
回
復
に
は
よ
り
長
い

時
間
が
掛
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
場
合
に
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
で
、
身
体
機
能
の
回
復
を
促
し
、
よ
り

早
期
に
も
と
の
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
退
院
し
て

頂
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳神経内科

田中 健一郎
タナカ ケンイチロウ

このたび地元の松江市に戻ってきまし
た。これまで鳥取県や東京都で働いて
いましたが、そこで身につけたことを
もとに地元のために頑張って参ります。

脳神経外科

瀬山 　剛
セヤマ ゴウ

本年１月より脳神経外科に赴任いたし
ました瀬山剛と申します。松江の医療
に少しでも貢献できるよう頑張って参
ります。よろしくお願いいたします。

『
患
者
相
談・サ
ポ
ー
ト
室
』に

『
こ
こ・か
ら
相
談
窓
口
』の

愛
称
を
付
け
ま
し
た
！

新採用医師紹介

度
前
と
比
べ
て
も
か
な
り
の
小
切
開
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
白
内
障
手
術
の
切
開
は
2.2
㎜
の
切
開
で
、

硝
子
体
手
術
は
0.4
㎜
程
度
の
切
開
で
行
う
た
め
、

以
前
に
比
べ
る
と
術
後
炎
症
の
消
退
や
見
え
方
の

質
が
改
善
す
る
期
間
が
、
よ
り
短
く
な
り
ま
し
た
。

入
院
期
間
も
短
く
な
り
、
以
前
は
10
日
〜
２
週
間

程
度
の
入
院
が
必
要
だ
っ
た
網
膜
剥
離
や
増
殖
糖

尿
病
網
膜
症
も
今
で
は
３
日
間
程
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
緑
内
障
に
対
し
て
は
、
低
侵
襲
な
手
術
か

ら
難
易
度
の
高
い
手
術
ま
で
対
応
し
て
お
り
、
ど

の
よ
う
な
病
期
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
必
要
な

治
療
が
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
科
は
松
江
医
療
圏
域
で
唯
一
の
斜
視
・
弱
視
専

門
外
来
が
あ
り
、
小
児
か
ら
成
人
ま
で
、
手
術
を

含
め
て
専
門
性
の
高
い
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
内
視
鏡
を
用
い
た
涙
道
手
術
も
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
涙
道
閉
塞
に
よ
り
流
涙
が
気
に
な

る
方
や
涙
嚢
炎
を
繰
り
返
す
方
に
も
手
術
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

眼
科
は
、
全
身
の
中
で
は
極
め
て
守
備
範
囲
が

狭
い
診
療
科
で
す
が
、
疾
患
や
部
位
に
よ
っ
て
多

く
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
科

で
は
あ
る
分
野
の
み
に
偏
る
こ
と
な
く
、
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
、
紹
介
患
者
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
自
宅
や
施
設
な
ど
、
も
と
の
生
活
の
場
に
戻
る

こ
と
が
す
ぐ
に
は
困
難
な
方
は
、
よ
り
時
間
を
か
け

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
や
地
域
包
括
病
棟
な
ど
を
有

し
た
地
域
の
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
療

養
に
向
け
て
転
院
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
当
院
に
入
院
し
て
手
術
を
受
け
た
後
退
院
さ
れ

た
患
者
さ
ん
に
は
外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
耳
鼻
科
や
小
児

科
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
、
外
来
で
の
言
語
療

法
や
発
達
促
進
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
元
気
で
活
動
的
な
生

活
に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
主
治

医
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

そ
し
て
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
診
療
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

当
院
で
は
患
者
さ
ん
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
に
安
全
で
安
心
で
き
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
疾
病
に
関
す
る
医
学
的
な
質
問
並
び
に
生
活
上
・
入
院

上
の
不
安
等
、
様
々
な
相
談
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
で
は
当
院
受
診
を
問
わ
ず
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ

ん
か
ら
看
護
相
談
・
が
ん
相
談
・
福
祉
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
、
患
者
さ
ん
の
立
場

に
寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
に
『
こ
こ
・
か
ら
相
談
窓
口
』
と
愛
称
を
付

け
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
付
け
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

『
こ
こ
・
か
ら
』
に
は
「
こ
こ
（
こ
こ
ろ
）」
や
「
か
ら
（
か
ら
だ
）」
の
相
談
を
お

受
け
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
不
安
や
相
談
に
つ
い
て
「
こ
こ
か
ら
」

支
援
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
こ
こ
・
か
ら
相
談
窓
口
』
は
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
の
で
い

つ
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
リ
ハ
ビ
リ
、
リ
ハ
、

と
略
さ
れ
、ラ
テ
ン
語
のre-

（
再
び
）habiris

（
適

す
る
）を
語
源
と
し
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
は
、
病
気
や
怪
我
に
よ
る
機
能
障
害
を
回

復
し
、
残
存
す
る
障
害
が
あ
っ
て
も
再
び
、
そ
の
人

ら
し
い
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
現
在
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
は
幅
広
く
多
く
の
病
気
や
怪
我
、
障
害

を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
も
、

脳
卒
中
な
ど
脳
神
経
疾
患
、
骨
折
や
変
形
性
関
節

症
な
ど
の
整
形
外
科
疾
患
、
心
臓
病
な
ど
の
循
環

器
疾
患
、
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
摂
食
嚥
下
障

害
、
が
ん
、
さ
ら
に
手
術
前
後
の
身
体
機
能
障
害
の

予
防
・
回
復
な
ど
、
対
象
と
す
る
患
者
さ
ん
は
ほ
ぼ

全
診
療
科
に
渡
り
ま
す
。
病
気
や
怪
我
そ
の
も
の

に
加
え
て
、
入
院
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
活
動
量
が

減
る
た
め
に
二
次
的
に
起
こ
る
障
害
と
し
て
、
廃
用

症
候
群
と
呼
ば
れ
る
状
態
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　
眼
科
で
は
、
主
に
白
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
硝

子
体
疾
患
（
網
膜
剥
離
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
加
齢

黄
斑
変
性
、
網
膜
動
静
脈
閉
塞
な
ど
）、
小
児
眼

科
（
斜
視
・
弱
視
、
未
熟
児
網
膜
症
ほ
か
）、
眼

感
染
症
、
視
神
経
疾
患
な
ど
を
対
象
に
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
常
勤
眼
科
医
は
４
名
で
、
日
本
眼
科
学
会

専
門
医
３
名
と
後
期
研
修
医
１
名
で
す
。
専
門
性

の
高
い
眼
科
の
検
査
を
行
う
視
能
訓
練
士
が
６

名
、
医
師
業
務
を
助
け
て
く
れ
る
医
療
ク
ラ
ー
ク

が
２
名
と
、
眼
科
病
棟
か
ら
の
応
援
看
護
師
２
名

の
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、

主
に
開
業
医
の
先
生
方
よ
り
紹
介
さ
れ
る
、
難
易

度
の
高
い
手
術
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
多
く
、
年

間
約
１
２
０
０
件
以
上
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
手
術
を
行
う
外
科
系
の
診
療
科
で
は
、

低
侵
襲
・
小
切
開
手
術
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

眼
科
は
元
来
細
か
い
手
術
を
行
う
科
で
す
が
、
最

近
は
手
術
機
器
の
進
歩
も
め
ざ
ま
し
く
、
10
年
程

ン
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

当
院
で
は
各
診
療
科
の
医
師
に
も
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
周
知
さ
れ
て
お
り
、
患
者

さ
ん
の
病
状
に
合
わ
せ
て
、
出
来
る
だ
け
入
院
早

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
早
い
回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
各
診
療
科
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
て
、
年
間
４
５
０
０
名
以
上
の
入
院

患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
処
方
し
、
早

い
方
で
は
発
症
当
日
や
翌
日
か
ら
、
ベ
ッ
ド
上
や

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
は
現
在
２
名
の
専

任
医
師
と
１
名
の
嘱
託
医
師
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
は
、
各
診
療
科
医
師

の
依
頼
を
受
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
処
方
を

行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
専
門
の
療
法
士
（
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）
が
直
接
施
療
を

行
い
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
や
怪
我
も
、
最
善
を
尽
く
し
て
治

療
を
行
な
っ
て
も
、
一
時
的
に
あ
る
い
は
恒
久
的
に

身
体
機
能
の
障
害
を
来
す
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
持
病
や
も
と
も
と
の
体
力
も
一
人
ひ
と
り

異
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
同
じ
病
名
で
同
じ
手
術
、

治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
、
回
復
す
る
経
過
は
同
じ

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

持
病
が
あ
る
方
、
高
齢
の
方
、
栄
養
状
態
が
悪
い

方
な
ど
は
、
持
病
の
な
い
方
、
若
年
の
方
、
栄
養
状

態
が
良
い
方
と
比
較
す
る
と
、
回
復
に
は
よ
り
長
い

時
間
が
掛
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

そ
う
い
っ
た
場
合
に
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
で
、
身
体
機
能
の
回
復
を
促
し
、
よ
り

早
期
に
も
と
の
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
退
院
し
て

頂
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳神経内科

田中 健一郎
タナカ ケンイチロウ

このたび地元の松江市に戻ってきまし
た。これまで鳥取県や東京都で働いて
いましたが、そこで身につけたことを
もとに地元のために頑張って参ります。

脳神経外科

瀬山 剛
セヤマ ゴウ

本年１月より脳神経外科に赴任いたし
ました瀬山剛と申します。松江の医療
に少しでも貢献できるよう頑張って参
ります。よろしくお願いいたします。

『
患
者
相
談・サ
ポ
ー
ト
室
』に

『
こ
こ・か
ら
相
談
窓
口
』の

愛
称
を
付
け
ま
し
た
！

新採用医師紹介

度
前
と
比
べ
て
も
か
な
り
の
小
切
開
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
白
内
障
手
術
の
切
開
は
2.2
㎜
の
切
開
で
、

硝
子
体
手
術
は
0.4
㎜
程
度
の
切
開
で
行
う
た
め
、

以
前
に
比
べ
る
と
術
後
炎
症
の
消
退
や
見
え
方
の

質
が
改
善
す
る
期
間
が
、
よ
り
短
く
な
り
ま
し
た
。

入
院
期
間
も
短
く
な
り
、
以
前
は
10
日
〜
２
週
間

程
度
の
入
院
が
必
要
だ
っ
た
網
膜
剥
離
や
増
殖
糖

尿
病
網
膜
症
も
今
で
は
３
日
間
程
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
緑
内
障
に
対
し
て
は
、
低
侵
襲
な
手
術
か

ら
難
易
度
の
高
い
手
術
ま
で
対
応
し
て
お
り
、
ど

の
よ
う
な
病
期
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
必
要
な

治
療
が
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
科
は
松
江
医
療
圏
域
で
唯
一
の
斜
視
・
弱
視
専

門
外
来
が
あ
り
、
小
児
か
ら
成
人
ま
で
、
手
術
を

含
め
て
専
門
性
の
高
い
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
内
視
鏡
を
用
い
た
涙
道
手
術
も
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
涙
道
閉
塞
に
よ
り
流
涙
が
気
に
な

る
方
や
涙
嚢
炎
を
繰
り
返
す
方
に
も
手
術
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
眼
科
は
、
全
身
の
中
で
は
極
め
て
守
備
範
囲
が

狭
い
診
療
科
で
す
が
、
疾
患
や
部
位
に
よ
っ
て
多

く
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
科

で
は
あ
る
分
野
の
み
に
偏
る
こ
と
な
く
、
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
、
紹
介
患
者
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

自
宅
や
施
設
な
ど
、
も
と
の
生
活
の
場
に
戻
る

こ
と
が
す
ぐ
に
は
困
難
な
方
は
、
よ
り
時
間
を
か
け

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
や
地
域
包
括
病
棟
な
ど
を
有

し
た
地
域
の
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
療

養
に
向
け
て
転
院
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

当
院
に
入
院
し
て
手
術
を
受
け
た
後
退
院
さ
れ

た
患
者
さ
ん
に
は
外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
耳
鼻
科
や
小
児

科
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
、
外
来
で
の
言
語
療

法
や
発
達
促
進
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
元
気
で
活
動
的
な
生

活
に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
主
治

医
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

そ
し
て
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
診
療
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
患
者
さ
ん
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
に
安
全
で
安
心
で
き
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
疾
病
に
関
す
る
医
学
的
な
質
問
並
び
に
生
活
上
・
入
院

上
の
不
安
等
、
様
々
な
相
談
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
で
は
当
院
受
診
を
問
わ
ず
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ

ん
か
ら
看
護
相
談
・
が
ん
相
談
・
福
祉
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
、
患
者
さ
ん
の
立
場

に
寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
『
患
者
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
室
』
に
『
こ
こ
・
か
ら
相
談
窓
口
』
と
愛
称
を
付

け
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
付
け
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　『
こ
こ
・
か
ら
』
に
は
「
こ
こ
（
こ
こ
ろ
）」
や
「
か
ら
（
か
ら
だ
）」
の
相
談
を
お

受
け
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
不
安
や
相
談
に
つ
い
て
「
こ
こ
か
ら
」

支
援
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　『
こ
こ
・
か
ら
相
談
窓
口
』
は
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
の
で
い

つ
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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新年のご挨拶
松江赤十字病院 院長　大 居 慎 治

Vol.75
2021 Winter

松江赤十字病院広報誌

明けましておめでとうございます。
　昨年のお正月には予想だにしなかったことですが、昨年は新型コロナウイルス感染症に振り回された一年間でした。中国武漢で始
まった感染症は、あっという間にパンデミックになってしまいました。当院でも二月から災害時並みの対策本部を立ち上げ、準備して
まいりました。誰も経験したことのない事態で、情報を集め、知恵を出し合って、話し合いの上、協力して、試行錯誤しながら、保
健所や県の担当者、医師会、他の病院とも十分な連絡をとりながら、ことに当たってきました。
　岩手県、鳥取県と共に島根県も患者さんの発症は令和二年三月までありませんでしたが、翌四月にとうとう島根県内でも発生し、
県内の感染症指定病院及び協力病院で助け入れが始まりました。その後二百名を超える患者さん
が発生しました。今のところ感染源がほぼ特定できており、松江市内で蔓延している印象はあり
ませんが、予断を許さない状況になっております。当院でも受け入れ病床の確保、PCR など検
査体制の整備、休日にも対応する発熱外来の設置を行って万全の態勢を敷いております。
　一方で当院は地域の基幹病院であり、三次救急を始め、周産期医療や、がん診療、その
他の医療など通常の重要な医療を担っております。コロナが流行しようとも、これらの通常
診療も影響を受けないようにいたします。院内感染が起こらないように最大限の注意を払い、
来院される患者さんに安心して治療を受けていただけるようにしております。当面は入院患者
さんの面会は禁止とさせていただき、外来は必ずマスク着用、手指消毒と、体温測定、問診
票の記入のお願いをしておりますのでご協力をお願いいたします。
今後新型コロナウイルス感染症がどうなっていくのか予断を許さない状況ですが、ワク
チン接種も始まりそうで希望も見えてきております。皆様におかれましては、まずはご自
身の健康を保つことに十分留意していただき、感染のリスクとなる行動は避け、感染予防
に努めていただきたいと思っております。
　早くこの疫病が退散し、この一年が良い年になるよう願っております。
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当院への満足度を
５点満点で評価し
ていただいた結果…
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令和 2年 10月に行った患者満足度アンケートの結果をご報告します
調査期間　令和２年10月26日～10月30日　　調査対象　外来患者（610名）・入院患者（184名）
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　入院・外来ともに、「患者さんの話を聞いている」ことについて評価を頂いた一方、外来での評価は、「待合室の環境」について「椅子の間隔が狭い」
「密になっている」というご意見をいただいております。感染症対策について「十分に対策が行われており安心している」という意見もあれば「混んで
いて不安になる」といった意見も頂いております。入院につきましては、「病棟スタッフに良くしていただいた」、「安心して治療が受けられた」という
ご意見もある中、「相部屋で落ち着かなかった」「食事に変化をつけてほしい」などご意見をいただいております
　ご指摘いただいた内容につきましては、みなさんからのご期待に沿えるよう、より良い医療サービスの向上に繋げてまいります。
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。 
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。 

■病院理念……わたしたちは、『人道』の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。 
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、最善の医療を行います。
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。 

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。 
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。 
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。 
私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。 
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること　④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。 
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。 
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。 
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